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別紙４　責任分界点図 （令和７年１２月１７日修正版）
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別紙４　責任分界点図 （令和７年１２月１７日修正版）



4-3

凡例）
　　　　　　　　　：管廊内配管

：埋設配管

 A 

責任分界点

量水器（既設汚泥燃料化施設用）
【R17年度以降事業者管理用】

既設汚泥燃料化施設へ

下水汚泥再資源化施設等へ

脱水汚泥受入施設等へ

量水器（下水汚泥再資源化施設用）
【事業者管理用】

市事業範囲

事業者範囲

責任分界点
（維持管理）

責任分界点概要図

別紙４　責任分界点図（詳細）_土木

市事業範囲

事業者範囲

量水器（脱水汚泥受入施設等用）
【市管理用】

責任分界点（施工）

市事業範囲

事業者範囲

市事業範囲

事業者範囲

責任分界点
（維持管理）

（令和７年１２月１７日修正版）
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No.1排水槽

55
0
0

 B 

別紙４　責任分界点図（詳細）_土木

※事業者が既設汚水排水管（家庭系）へ
　接続する位置は任意。

責任分界点

（令和７年１２月１７日修正版）
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3570016800

52500

既設汚泥燃料化事業者にて
塩ビます設置済み

GL=TP+3.90

管底高=TP+3.33

土被り0.47

 B 

別紙４　責任分界点図（詳細）_土木

※事業者が既設汚水排水管（家庭系）へ
　接続する位置は任意。

責任分界点

（令和７年１２月１７日修正版）
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脱水汚泥受入施設等の汚水（事業系）接続先
※事業者が排水槽スラブへ貫通させる配管の位置は任意。

 C 

別紙４　責任分界点図（詳細）_土木

溶解汚泥接続先
※事業者が濃縮汚泥貯留槽スラブへ貫通させる配管の位置は任意。

（令和７年１２月１７日修正版）
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 D 

※下水汚泥再資源化施設等及び
　脱水汚泥受入施設等の雨水排水接続先候補
※事業者が既設雨水排水管へ接続する位置は任意。

別紙４　責任分界点図（詳細）_土木

責任分界点

（令和７年１２月１７日修正版）
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※下水汚泥再資源化施設等及び
　脱水汚泥受入施設等の雨水排水接続先候補点

 D 

別紙４　責任分界点図（詳細）_土木

事
業
者
範
囲

市
事
業
範
囲

責任分界点

（令和７年１２月１７日修正版）



責任分界点

市事業範囲

事業者範囲 責任分界点

市事業範囲

事業者範囲

E

温水(行き)

温水（戻り)

汚水排水(事業系)

雑用水

4-9

別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）



責任分界点
市事業範囲事業者範囲

F
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別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）



責任分界点
市事業範囲事業者範囲

G

温水(行き)

温水(戻り)

汚水排水(事業系)

雑用水

温水(行き)

温水(戻り)

汚水排水

雑用水

(事業系)

4-11

別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）



H

責任分界点

市事業範囲

事業者範囲

消化ガス管
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別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）



UP

消化ガス管

責任分界点

市事業範囲 事業者範囲

H温水(行き)

温水(戻り)

汚水排水(事業系)

雑用水
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別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

I
別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

責任分界点

市事業範囲

事業者範囲

（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

I
別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

事業者範囲市事業範囲

責任分界点

（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

I
別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

事業者範囲

市事業範囲

責任分界点

（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

I
別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

（注）屋上の臭突開口及びフランジ部(*1)を
 SUS板で閉塞のこと。

(*1)

(*1)

別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

I（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

I
別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

I別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

I別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）
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撤去範囲

I別紙４　責任分界点図（詳細）_機械

（令和７年１２月１７日修正版）
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J
責 任 分 界 点
※事業者がヘッダー管（200A SUS-TP）へ接続する位置は任意。

別紙４　責任分界点図（詳細）_機械（令和７年１２月１７日修正版）



汚泥処理棟2階電気室

No.1 440V動力分岐盤
(FL102)

脱水汚泥受入施設等

電気設備
(事業者提案仕様)

注記

1.　　　　は、本事業(DBO)範囲を示す。

2.　　　　は、本事業(DB)範囲を示す。

小売事業者 3φ3W 6600V 60Hz

第1柱(PAS)

既設燃料化施設等

共通設備
(事業者提案仕様)

1系運転操作設備 2系運転操作設備1系現場照明 2系現場照明 建築動力分電盤
(KLP-11,21)
※管理棟用

照明分電盤
(KL11)

※管理棟用

下水汚泥再資源化施設

(事業者提案仕様) (事業者提案仕様)(事業者提案仕様) (事業者提案仕様)

既設管理棟

※維持管理・運営は対象外

(事業者提案仕様)

配電設備

(事業者提案仕様)

高圧受変電設備

3.管理棟の既設分電盤（KLP-11,21、KL11）は、

本事業にて改築か既設流用を選択出来るものとする。

余剰汚泥濃縮棟2階電気室

No.2 440V分岐盤
(HL5)

(事業者提案仕様)

余剰汚泥濃縮棟内

R17年度以降は流用可能

No.1 440V分岐盤
(HL2)

(事業者提案仕様)

余剰汚泥濃縮棟地下ポンプ室

汚泥濃縮棟に設置する場合

脱臭ファン動力制御盤を余剰

4-24

 K 

 L  M 

別紙４　責任分界点図（詳細）_電気

（令和７年１２月１７日修正版）
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脱水汚泥受入施設等の電源接続先

 L 
別紙４　責任分界点図（詳細）_電気

（令和７年１２月１７日修正版）
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希釈水ポンプ動力制御盤の電源接続先

 M 

別紙４　責任分界点図（詳細）_電気

脱臭ファン動力制御盤の電源接続先
（脱臭ファン動力制御盤を余剰汚泥濃縮棟に設置する場合）

（令和７年１２月１７日修正版）
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機能増設

機能増設

機能増設

機能増設

中継端子盤

下水汚泥再資源化施設

本事業（DBO）範囲を示す。

市施工（別途）

 N 

別紙４　責任分界点図（詳細）_電気（令和７年１２月１７日修正版）
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（脱水汚泥受入施設等）

　 運転操作設備
（事業者提案仕様）

　 低圧配電設備
（事業者提案仕様）

     計装設備
（事業者提案仕様）

機能増設

（余剰汚泥濃縮棟地下ポンプ室）

　  脱臭ファン
　　動力制御盤
（事業者提案仕様）

　　　計装盤
（事業者提案仕様）

機能増設

（余剰汚泥濃縮棟２階電気室）

 O 
端子台

別紙４　責任分界点図（詳細）_電気

本事業（DB）範囲を示す。
※維持管理・運営は対象外

市施工（別途）

（余剰汚泥濃縮棟内）

　 希釈水ポンプ
　　動力制御盤
（事業者提案仕様）

（令和７年１２月１７日修正版）
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責任分界点
市事業範囲

事業者範囲

 P 

別紙４　責任分界点図（詳細）_土木（都市ガス）

（令和７年１２月１７日修正版）


